８.２３　緊急抗議行動報告

今回の抗議行動は厚生労働省が、8月24日（木）の障害保健福祉関係主管課長会議に、精神障害者の地域移行先として「精神障害者退院支援施設」を具体的な計画として提示しようとしていたことがわかり、急遽、「障害者の地域生活確立の実現を求める全国大行動」として厚生労働省交渉と抗議活動を行うこととなりました。

当日は、猛暑の中、全国から250名の方が駆けつけてくださり、午後2時から、抗議活動を始めました。はじめに、ＤＰＩ日本会議から全体挨拶をしてもらい、その後、全国「精神障害者」集団、全国ピアサポートネットワーク、ＮＰＯ法人全国精神障害者ネットワーク協議会、大阪精神障害者連絡会、こらーる・たいとう、ホットスペース八王子より、それぞれ気合いの入った挨拶をしていただきました。交渉に至る経過説明、実行委員長挨拶、参加者全員のシュプレヒコールの中、交渉団を送り出しました。

交渉団を送り出した後は、炎天下の中、マイクアピール、シュプレヒコールを続けました。今回の抗議活動に参加された方は障害種別を越えて、多くの方々に参加していただいたのですが、中でも精神の当事者の方々が、力強いマイクアピールを行っていました。しかし、交渉が始まって、2時間後ぐらいから交渉が膠着状態であるとの報告もあり、真夏の抗議活動のため、体力や気力を奪われ、やむなく帰られる方もいらっしゃいました。また、その後、民主党の山井議員も駆けつけて、交渉団に加わっていただいたりもしたのですが、事態に進展は見られませんでした。しかし、その間も、中で頑張っている交渉団に届けとばかり、続々と抗議活動の参加者がマイクアピールを続けていました。また、参加者の疲れが高まっているような状況になると、参加者の方や大阪のＦ君の気持ちが良いくらい気合いの入った声でシュプレヒコールをし、参加者の士気を高めながら、抗議活動を続けました。その後、日も暮れていき、厚労省や官庁街の明かりがともる中、抗議活動をしていたのですが、この時点でスタートから4時間以上たっていて、交渉も膠着状態であることに代わりはなかったのですが、中で頑張っている交渉団を思いながら、二巡三巡とマイクを回しながら、それぞれの思いをアピールし続けました。抗議活動を続けることは大変なことでもあるのですが、参加者全員で「理不尽なことには声を上げ続けなければならない！」との思いを共有し、熱い連帯感の中、5時間、6時間、7時間と抗議活動を続けていました。午後10時には厚労省のロビーの明かりも消え、トイレの使用も禁止されたのですが、室内のエアコンも切られ、蒸し風呂状態で抗議活動している交渉団の気持ちに答えるように外での抗議活動を続けました。そろそろ泊まり込みの覚悟を決めていたころ、交渉団より「厚労省より、実施時期については検討との提案があったが、実施時期については未定＋当事者団体と話し合うことを盛り込むと提案したところ、いったん休憩に入っているところ」との電話があり、マイクアピールを一旦休憩し経過を見守ることとしました。その後11時15分頃交渉団を拍手の中迎え、報告を全国ピアサポートネットワークから報告をしていただき、今後は、精神障害者退院支援施設についてだされるパブリックコメントに反対の意見をいかに多く出せるかが本当の勝負になることを全員で再確認して、8時間半の抗議活動を無事に終えることが出来ました。

最後に、抗議活動に参加してくれてすべての方、また、歴史に残る長時間交渉をした交渉団の皆さん、また、実行委員会の事務局の皆さん、本当にお疲れ様でした。
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